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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　並べられた複数の蓄電素子に取り付けられる配線モジュールであって、
　複数の電線と、
　前記複数の電線が配索される複数の連結ユニットと、を備え、
　前記複数の連結ユニットのうち第１連結ユニットは前記複数の電線の少なくとも１つが
配される第１配索部を有し、
　前記複数の連結ユニットのうち前記第１連結ユニットと隣り合う第２連結ユニットは前
記複数の電線の少なくとも１つが配される第２配索部を有し、
　前記第１配索部及び前記第２配索部の一方には係合部が設けられており、第１配索部及
び前記第２配索部の他方には前記係合部に係合する係合受け部が設けられており、
　前記複数の連結ユニットは、前記係合部と前記係合受け部とが係合した状態で連結され
ており、
　前記第１連結ユニットには、第１連結ユニットに設けられた第１開口部を覆う第１カバ
ーが、第１ヒンジ部を介して設けられており、
　前記第２連結ユニットには、第２連結ユニットに設けられた第２開口部を覆う第２カバ
ーが、第２ヒンジ部を介して設けられており、
　前記第１カバー及び前記第２カバーの少なくとも一方にはユニットロック部が設けられ
ており、
　前記第１カバーに前記ユニットロック部が設けられている場合には、前記第１カバーが
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前記第１開口部を覆った状態で前記ユニットロック部に係合するユニットロック受け部が
、前記第２連結ユニットのうち前記第２カバー及び前記第２ヒンジ部と異なる部分に設け
られており、
　前記第２カバーに前記ユニットロック部が設けられている場合には、前記第２カバーが
前記第２開口部を覆った状態で前記ユニットロック部に係合するユニットロック受け部が
、前記第１連結ユニットのうち前記第１カバー及び前記第１ヒンジ部と異なる部分に設け
られている、配線モジュール。
【請求項２】
　前記第１配索部は溝状をなすと共に第１底壁を有しており、前記第１底壁には前記係合
部及び前記係合受け部の一方が設けられており、
　前記第２配索部は溝状をなすと共に第２底壁を有しており、前記第２底壁には前記係合
部及び前記係合受け部の他方が設けられている、
　請求項１に記載の配線モジュール。
【請求項３】
　前記第１連結ユニットと前記第２連結ユニットとが連結した状態で、前記係合部と前記
係合受け部とは、前記第１底壁及び前記第２底壁の厚さ方向について重なっている、請求
項２に記載の配線モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示された技術は、配線モジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、並べられた複数の電池に取り付けられる配線モジュールとして、特開２０１３－
９７９６２号公報に記載のものが知られている。この配線モジュールは、電池の電極同士
に接続された電圧検知端子と、電圧検知端子に接続された検知電線と、検知電線が配索さ
れた絶縁プロテクタと、を有する。絶縁プロテクタは、複数の連結ユニットが連結されて
構成されている。
【０００３】
　各連結ユニットには検知電線を収容するための電線収容溝が設けられている。各連結ユ
ニットが連結されると、各連結ユニットに形成された電線収容溝同士も連結される。
【０００４】
　各連結ユニットは、係合部と、被係合部と、を備える。一の連結ユニットの嵌合片と、
隣に配された他の連結ユニットの嵌合凹部とが嵌合することにより、複数の連結ユニット
が連結されるようになっている。嵌合片は、複数の連結ユニットが連結する連結方向に沿
って延びる構成となっている。また、嵌合凹部は、隣に配された一の連結ユニットの嵌合
片と対応する位置に設けられて、嵌合片が内嵌されるようになっている。嵌合片、及び嵌
合凹部は、連結ユニットのうち、電線収容溝とは異なった位置に設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－９７９６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記の構成によると、一の連結ユニットから他の連結ユニットへと延び
る嵌合片を設けるスペースと、この嵌合片を内嵌するための嵌合凹部とを、各連結ユニッ
トに設ける必要がある。そして、嵌合片と嵌合凹部とは、電線配索溝とは異なった位置に
設けられている。このため、嵌合片と嵌合凹部とを設けるためのスペースによって、連結
ユニット内において、検知電線の配索スペースが不足することが懸念される。
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【０００７】
　本明細書に開示された技術は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、配
線モジュールにおける電線の配索スペースを確保することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本明細書に開示された技術は、並べられた複数の蓄電素子に取り付けられる配線モジュ
ールであって、複数の電線と、前記複数の電線が配索される複数の連結ユニットと、を備
え、前記複数の連結ユニットのうち第１連結ユニットは前記複数の電線の少なくとも１つ
が配される第１配索部を有し、前記複数の連結ユニットのうち前記第１連結ユニットと隣
り合う第２連結ユニットは前記複数の電線の少なくとも１つが配される第２配索部を有し
、前記第１配索部及び前記第２配索部の一方には係合部が設けられており、第１配索部及
び前記第２配索部の他方には前記係合部に係合する係合受け部が設けられており、前記複
数の連結ユニットは、前記係合部と前記係合受け部とが係合した状態で連結されており、
前記第１連結ユニットには、第１連結ユニットに設けられた第１開口部を覆う第１カバー
が、第１ヒンジ部を介して設けられており、前記第２連結ユニットには、第２連結ユニッ
トに設けられた第２開口部を覆う第２カバーが、第２ヒンジ部を介して設けられており、
前記第１カバー及び前記第２カバーの少なくとも一方にはユニットロック部が設けられて
おり、前記第１カバーに前記ユニットロック部が設けられている場合には、前記第１カバ
ーが前記第１開口部を覆った状態で前記ユニットロック部に係合するユニットロック受け
部が、前記第２連結ユニットのうち前記第２カバー及び前記第２ヒンジ部と異なる部分に
設けられており、前記第２カバーに前記ユニットロック部が設けられている場合には、前
記第２カバーが前記第２開口部を覆った状態で前記ユニットロック部に係合するユニット
ロック受け部が、前記第１連結ユニットのうち前記第１カバー及び前記第１ヒンジ部と異
なる部分に設けられている。
【０００９】
　上記の構成によれば、第１連結ユニットと第２連結ユニットとを連結するための第１係
合部と第２係合受け部とは、それぞれ第１配索部及び第２配索部に設けられているので、
配索部と異なる位置に係合部及び係合受け部が設けられている場合に比べて、配線モジュ
ールにおける電線の配索スペースを十分に確保することができる。
　また、上記の構成によれば、係合部と係合受け部とによって連結された第１連結ユニッ
トと第２連結ユニットについて、さらに、第１カバー又は第２カバーによって二重係止す
ることができる。この結果、第１連結ユニットと第２連結ユニットとを確実に連結するこ
とができる。
【００１０】
　本明細書に開示された技術の実施態様としては以下の態様が好ましい。
【００１１】
　前記第１配索部は溝状をなすと共に第１底壁を有しており、前記第１底壁には前記係合
部及び前記係合受け部の一方が設けられており、前記第２配索部は溝状をなすと共に第２
底壁を有しており、前記第２底壁には前記係合部及び前記係合受け部の他方が設けられて
いることが好ましい。
【００１２】
　上記の態様によれば、電線の配索スペースの上下方向の高さ寸法が大きくなることを抑
制することができる。
【００１３】
　前記第１連結ユニットと前記第２連結ユニットとが連結した状態で、前記係合部と前記
係合受け部とは、前記第１底壁及び前記第２底壁の厚さ方向について重なっていることが
好ましい。
【００１４】
　上記の態様によれば、電線の配索スペースの上下方向の高さ寸法が大きくなることを、
一層抑制することができる。
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【発明の効果】
【００１７】
　本明細書に開示された技術によれば、配線モジュールにおける電線の配索スペースを確
保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】実施形態１に係る蓄電モジュールを示す平面図
【図２】左カバー、中央カバー、及び右カバーが開放された状態における配線モジュール
を示す平面図
【図３】左連結ユニットと中央連結ユニットとを連結する前の状態を示す、一部拡大平面
図
【図４】図２における一部拡大平面図
【図５】図４におけるＶ－Ｖ線断面図
【図６】図４におけるＶＩ－ＶＩ線断面図
【図７】図４におけるＶＩＩ－ＶＩＩ線断面図
【図８】図１におけるＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線断面図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　＜実施形態１＞
　本明細書に開示された技術の実施形態１を、図１から図８を参照しつつ説明する。本実
施形態に係る蓄電モジュール１０は、電気自動車又はハイブリッド自動車等の車両（図示
せず）に搭載されて、車両を駆動するための電源として使用される。蓄電モジュール１０
は、正極および負極の電極端子（図示せず）を備えた複数の蓄電素子１２が並べて配され
た蓄電素子群１３を有する。複数の電極端子間は、配線モジュール２０によって電気的に
接続されている（図１参照）。
【００２０】
　なお、以下の説明において、Ｚ方向を上方とし、Ｙ方向を前方とし、Ｘ方向を右方とし
て説明する。また、複数の同一部材については、一の部材に符号を付し、他の部材につい
ては符号を省略することがある。
【００２１】
　（蓄電素子１２）
　図１に示すように、蓄電素子１２は扁平な略直方体形状をなしている。蓄電素子１２の
内部には図示しない発電要素が収容されている。蓄電素子１２の上面には、長手方向の両
端部寄りの位置に、一対の電極端子（図示せず）が上方に突出して形成されている。電極
端子の一方は正極端子であり、他方は負極端子である。正極端子を構成する電極端子と、
負極端子を構成する電極端子とは同形、同大である。電極端子は、金属製の端子台（図示
せず）から上方に向かって丸棒状に突出する電極ポスト（図示せず）を備え、その電極ポ
ストの外面にはねじ山が形成されている。蓄電素子１２は、隣り合う電極端子が異なる極
性となるように配置されている。複数の蓄電素子１２は図中左右方向に並べられて蓄電素
子群１３とされている。
【００２２】
　（配線モジュール２０）
　図２に示すように、配線モジュール２０は、蓄電素子１２の正極および負極の電極端子
の電極ポストにそれぞれ挿通されて接続される一対の端子貫通孔２２を有する金属製の複
数のバスバー２１と、バスバー２１を保持する複数の連結ユニット３１と、を備える。な
お、図２中、２つのバスバー２１を記載し、他のバスバー２１は省略した。
【００２３】
　（バスバー２１）
　バスバー２１は、銅、銅合金、ステンレス鋼（ＳＵＳ）、アルミニウム等からなる金属
製の板材を所定の形状にプレス加工することにより形成され、図２に示すように、全体と
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して略長方形状をなしている。バスバー２１の表面には、スズ、ニッケル等の金属がメッ
キされていてもよい。バスバー２１には、電極端子の電極ポストが挿通される円形状をな
す一対の端子貫通孔２２，２２が、バスバー２１を貫通して形成されている。この端子貫
通孔２２は、電極ポストの径よりも若干大きく設定されている。端子貫通孔２２内に電極
ポストが貫通された状態でナット（図示せず）が螺合されて、ナットと端子台との間にバ
スバー２１が挟まれることにより、電極端子とバスバー２１とが電気的に接続される。
【００２４】
　バスバー２１は一対の長辺を有する。一対の長辺のうち一の長辺には、外方に突出する
電線接続部２３が設けられている。電線接続部２３には電線６０の端部が接続されている
。これにより、バスバー２１と電線６０とが電気的に接続されている。この電線６０は蓄
電素子１２の電圧を検知する電圧検知線である。電線接続部２３と電線６０とは、圧着、
圧接、超音波溶接、レーザー溶接、抵抗溶接等、公知の手法により接続することができる
。
【００２５】
　（連結ユニット３１）
　連結ユニット３１が連結方向（本実施形態ではＸ軸方向）に沿って複数個連結されるこ
とにより、樹脂プロテクタ３０が構成されている。樹脂プロテクタ３０は、左右方向に細
長い形状をなしている。連結ユニット３１は、図２の平面図に示すように、上方に開口す
ると共にバスバー２１を収容し保持する保持部３２（開口部の一例）と、バスバー２１に
接続された電線６０を収容するための配索部３５とが、樹脂プロテクタ３０の長手方向に
沿って設けられている。保持部３２は上下方向に開口して形成されている。これにより、
バスバー２１の下方において、バスバー２１と蓄電素子１２の端子台とを接触させること
ができるようになっていると共に、バスバー２１の上方から、電極ポストにナットを螺合
させることができるようになっている。詳細には図示しないが、保持部３２には、複数の
バスバー２１が互いに絶縁された状態で左右方向に並んで保持されている。
【００２６】
　連結ユニット３１は、図２における左端部に配された左連結ユニット３１Ａ（第１連結
ユニットの一例）と、右端部に配された右連結ユニット３１Ｃ（第１連結ユニットの一例
）と、左連結ユニット３１Ａと右連結ユニット３１Ｃとの間に配された中央連結ユニット
３１Ｂ（第２連結ユニットの一例）と、を含む。以下の説明において、左連結ユニット３
１Ａ、中央連結ユニット３１Ｂ，及び右連結ユニット３１Ｃについてまとめて説明する場
合には、連結ユニット３１として説明することがある。
【００２７】
　左連結ユニット３１Ａに設けられた配索部３５は左配索部３５Ａ（第１配索部の一例）
とされ、右連結ユニット３１Ｃに設けられた配索部３５は右配索部３５Ｃ（第１配索部の
一例）とされ、中央連結ユニット３１Ｂに設けられた配索部３５は中央配索部３５Ｂ（第
２配索部の一例）とされる。以下の説明において、左配索部３５Ａ、中央配索部３５Ｂ、
及び右配索部３５Ｃについてまとめて説明する場合には、配索部３５として説明すること
がある。
【００２８】
　配索部３５は、保持部３２の並び方向（左右方向）に沿って設けられている。複数の連
結ユニット３１が連結されることにより、各連結ユニット３１に形成された配索部３５同
士が連結されるようになっている。
【００２９】
　左連結ユニット３１Ａの左配索部３５Ａは、左底壁３４Ａ（第１底壁の一例）と、左底
壁３４Ａの両側縁に立ち上がって形成された側壁３３Ａを有する。右連結ユニット３１Ｃ
の右配索部３５Ｃは、右底壁３４Ｃ（第１底壁の一例）と、右底壁３４Ｃの両側縁に立ち
上がって形成された側壁３３Ｃを有する。中央連結ユニット３１Ｂの中央配索部３５Ｂは
、中央底壁３４Ｂ（第１底壁の一例）と、中央底壁３４Ｂの両側縁に立ち上がって形成さ
れた側壁３３Ｂを有する。
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【００３０】
　（左連結ユニット３１Ａと、中央連結ユニット３１Ｂ）
　図３に示すように、左底壁３４Ａの右端部（中央連結ユニット３１Ｂ側の端部）には、
右方に突出する左係合部４０Ａ（係合部の一例）が設けられている。左係合部４０Ａは、
上方から見て略長方形状をしている。左係合部４０Ａの下面には、下方に突出する爪部４
１Ａが形成されている。
【００３１】
　図３に示すように、中央底壁３４Ｂの左端部（左連結ユニット３１Ａの端部）には、左
方に突出する中央係合受け部４２Ｂ（係合受け部の一例）が設けられている。中央係合受
け部４２Ｂは、上方から見て、左係合部４０Ａよりもやや小さな略長方形状をしている。
中央係合受け部４２Ｂの上面には、上方に突出すると共に、左係合部４０Ａに設けられた
爪部４１Ａに係合する爪部４１Ｂが形成されている。
【００３２】
　図５及び図７に示すように、中央底壁３４Ｂの左端部には、前部及び後部に、左係合部
４０Ａに対して上方から重なる重なり部４３が形成されている。重なり部４３は上方から
見て略長方形状をなしている。重なり部４３の中央付近は、下方に膨出されており、左係
合部４０Ａの上面に確実に重なるようになっている。
【００３３】
　左連結ユニット３１Ａと、中央連結ユニット３１Ｂとが連結された状態においては、左
係合部４０Ａと中央係合受け部４２Ｂとは、左底壁３４Ａ及び中央底壁３４Ｂの厚さ方向
（上下方向）について重なり合っている。また、上記したように、中央連結ユニット３１
Ｂの重なり部４３は、左係合部４０Ａの右端部における前後両端部に、上から重なってい
る。
【００３４】
　図６に示すように、左係合部４０Ａの爪部４１Ａは、中央係合受け部４２Ｂの爪部４１
Ｂに対して、右方から係合するようになっている。これにより、左連結ユニット３１Ａと
、中央連結ユニット３１Ｂとが、左右方向について抜け止めされるようになっている。そ
して、左係合部４０Ａに対して上方から重なり部４３が重なっているので、左係合部４０
Ａの爪部４１Ａと、中央係合受け部４２Ｂの爪部４１Ｂとの係合が外れることが抑制され
るようになっている。
【００３５】
　図６に示すように、左係合部４０Ａは、左底壁３４Ａと略平行に延びて形成されている
。また、中央係合受け部４２Ｂは、中央底壁３４Ｂと略平行に延びて形成されている。こ
れにより、左係合部４０Ａと中央係合受け部４２Ｂとが係合した状態における上下方向の
厚さ寸法が増大することが抑制されている。
【００３６】
　左連結ユニット３１Ａと、中央連結ユニット３１Ｂとが連結された状態において、左連
結ユニット３１Ａの側壁３３Ａの上端部の高さ位置と、中央連結ユニット３１Ｂの側壁３
３Ｂの上端部の高さ位置とは、略同じに揃えられている。
【００３７】
　複数の電線６０は、左底壁３４Ａと、左係合部４０Ａと、中央底壁３４Ｂと、を下縁部
とし、側壁３３Ａ及び側壁３３Ｂの上端縁を上縁部とした領域内に配索されている。図６
中、上下方向の高さ寸法Ｈの範囲内に複数の電線６０が配索されるようになっている。
【００３８】
　図２に示すように、左連結ユニット３１Ａの前縁部、及び後縁部には、左ヒンジ部４４
Ａ（第１ヒンジ部の一例）を介して、左カバー４５Ａ（第１カバーの一例）が、左ヒンジ
部４４Ａを軸として回動可能に設けられている。左カバー４５Ａには、左ヒンジ部４４Ａ
と反対側の端縁に、複数の左カバーロック部４６Ａが左右方向に間隔を開けて設けられて
いる。この左カバーロック部４６Ａは、左配索部３５Ａのうち電線６０が配索される領域
内に設けられた左カバーロック受け部４７Ａと弾性的に係合するようになっている。左カ
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バーロック部４６Ａと、左カバーロック受け部４７Ａとが係合することにより、左カバー
４５Ａは、左連結ユニット３１Ａの保持部３２を上方から塞ぐようになっている。
【００３９】
　図２に示すように、中央連結ユニット３１Ｂの前縁部、及び後縁部には、中央ヒンジ部
４４Ｂ（第２ヒンジ部の一例）を介して、中央カバー４５Ｂ（第２カバーの一例）が、中
央ヒンジ部４４Ｂを軸として回動可能に設けられている。中央カバー４５Ｂには、中央ヒ
ンジ部４４Ｂと反対側の端縁に、複数の中央カバーロック部４６Ｂが左右方向に間隔を開
けて設けられている。この中央カバーロック部４６Ｂは、中央配索部３５Ｂのうち電線６
０が配索される領域内に設けられた中央カバーロック受け部４７Ｂと弾性的に係合するよ
うになっている。中央カバーロック部４６Ｂと、中央カバーロック受け部４７Ｂとが係合
することにより、中央カバー４５Ｂは、中央連結ユニット３１Ｂの保持部３２を上方から
塞ぐようになっている。
【００４０】
　中央連結ユニット３１Ｂの前縁部、及び後縁部に設けられた中央カバー４５Ｂの左端部
には、それぞれ、中央ユニットロック部４８Ｂ（ユニットロック部の一例）が設けられて
いる。この中央ユニットロック部４８Ｂは、左連結ユニット３１Ａの左配索部３５Ａの右
端部のうち、電線６０が配索される領域内に設けられた左ユニットロック受け部４９Ａ（
ロック受け部の一例）と弾性的に係合することにより、左連結ユニット３１Ａと、中央連
結ユニット３１Ｂとを連結するようになっている（図８参照）。
【００４１】
　（中央連結ユニット３１Ｂと、右連結ユニット３１Ｃ）
　右連結ユニット３１Ｃは、左連結ユニット３１Ａと左右対称に形成されている。このた
め、上記した、左連結ユニット３１Ａと中央連結ユニット３１Ｂとに関する記述において
、方向に関する記述について「右」と「左」とを置き換え、符号について「Ａ」を「Ｃ」
と置き換えることにより、中央連結ユニット３１Ｂと、右連結ユニット３１Ｃの構成につ
いての説明とすることができる。このため、中央連結ユニット３１Ｂと、右連結ユニット
３１Ｃの構成についての説明は省略する。なお、図には、右連結ユニット３１Ｃに係る部
材について、上記のルールに則って符号が付されている。
【００４２】
　（実施形態の作用、効果）
　続いて、本実施形態の作用、効果について説明する。本実施形態は、並べられた複数の
蓄電素子１２に取り付けられる配線モジュール２０であって、複数の電線６０と、複数の
電線６０が配索される複数の連結ユニット３１と、を備え、複数の連結ユニット３１のう
ち左連結ユニット３１Ａは複数の電線６０の少なくとも１つが配される左配索部３５Ａを
有し、複数の連結ユニット３１のうち左連結ユニット３１Ａと隣り合う中央連結ユニット
３１Ｂは複数の電線６０の少なくとも１つが配される中央配索部３５Ｂを有し、左配索部
３５Ａには左係合部４０Ａが設けられており、中央配索部３５Ｂには左係合部４０Ａに係
合する中央係合受け部４２Ｂが設けられており、複数の連結ユニット３１は、左係合部４
０Ａと中央係合受け部４２Ｂとが係合した状態で連結されている。
【００４３】
　本実施形態によれば、左連結ユニット３１Ａと中央連結ユニット３１Ｂとを連結するた
めの左係合部４０Ａと中央係合受け部４２Ｂとは、それぞれ左配索部３５Ａ及び中央配索
部３５Ｂに設けられているので、配索部３５と異なる位置に係合部及び係合受け部が設け
られている場合に比べて、配線モジュール２０における電線６０の配索スペースを十分に
確保することができる。
【００４４】
　また、本実施形態においては、左配索部３５Ａは溝状をなすと共に左底壁３４Ａを有し
ており、左底壁３４Ａには左係合部４０Ａが設けられており、中央配索部３５Ｂは溝状を
なすと共に中央底壁３４Ｂを有しており、中央底壁３４Ｂには中央係合受け部４２Ｂが設
けられている。これにより、電線６０の配索スペースの上下方向の高さ寸法が大きくなる
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ことを抑制することができる。
【００４５】
　また、本実施形態によれば、左連結ユニット３１Ａと中央連結ユニット３１Ｂとが連結
した状態で、左係合部４０Ａと中央係合受け部４２Ｂとは、左底壁３４Ａ及び中央底壁３
４Ｂの厚さ方向について重なっている。これにより、電線６０の配索スペースの上下方向
の高さ寸法が大きくなることを、一層抑制することができる。
【００４６】
　また、本実施形態によれば、左連結ユニット３１Ａには、左連結ユニット３１Ａに設け
られた保持部３２を覆う左カバー４５Ａが、左ヒンジ部４４Ａを介して設けられており、
中央連結ユニット３１Ｂには、中央連結ユニット３１Ｂに設けられた保持部３２を覆う中
央カバー４５Ｂが、中央ヒンジ部４４Ｂを介して設けられており、中央カバー４５Ｂには
中央ユニットロック部４８Ｂが設けられており、中央カバー４５Ｂが保持部３２を覆った
状態で中央ユニットロック部４８Ｂに係合する左ユニットロック受け部４９Ａが、左連結
ユニット３１Ａに設けられている。
【００４７】
　上記の構成により、中央カバー４５Ｂによって、左連結ユニット３１Ａと中央連結ユニ
ット３１Ｂとを二重係止することができる。この結果、左連結ユニット３１Ａと中央連結
ユニット３１Ｂとを確実に連結することができる。
【００４８】
　＜他の実施形態＞
　本明細書に開示された技術は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定される
ものではなく、例えば次のような実施形態も本明細書に開示された技術の技術的範囲に含
まれる。
【００４９】
　（１）本実施形態においては、左底壁３４Ａに左係合部４０Ａが設けられており、中央
底壁３４Ｂに中央係合受け部４２Ｂが設けられていたが、これに限られず、中央底壁３４
Ｂに係合部が設けられ、左底壁３４Ａに係合受け部が設けられる構成としてもよい。
【００５０】
　（２）本実施形態においては、左底壁３４Ａに左係合部４０Ａが設けられており、中央
底壁３４Ｂに中央係合受け部４２Ｂが設けられていたが、これに限られず、側壁３３Ａに
係合部が設けられており、側壁３３Ｂに係合受け部が設けられる構成としてもよいし、側
壁３３Ｂに係合部が設けられており、側壁３３Ａに係合受け部が設けられる構成としても
よい。
【００５１】
　（３）本実施形態においては、左カバー４５Ａによって左連結ユニット３１Ａの保持部
３２が覆われ、中央カバー４５Ｂによって中央連結ユニット３１Ｂの保持部３２が覆われ
る構成としたが、これに限られず、左カバー４５Ａ及び中央カバー４５Ｂは省略してもよ
い。また、左カバー４５Ａ及び中央カバー４５Ｂによって配索部３５が覆われる構成とし
てもよい。また、別体のカバーを配線モジュール２０に組み付けることによって配索部３
５が覆われる構成としてもよい。
【００５２】
　（４）本実施形態においては、左連結ユニット３１Ａ、中央連結ユニット３１Ｂ、及び
右連結ユニット３１Ｃの３つの連結ユニット３１が連結する構成としたが、これに限られ
ず、２つの連結ユニット３１が連結する構成としてもよいし、４つ以上の連結ユニット３
１が連結する構成としてもよい。複数の連結ユニットのうち、隣り合う２つの連結ユニッ
トを第１ユニット及び第２ユニットとすることができる。
【００５３】
　（５）本実施形態においては、複数の蓄電素子１２は直列に接続される構成としたが、
これに限られず、複数の蓄電素子１２は並列に接続される構成としてもよい。
【００５４】



(9) JP 6699438 B2 2020.5.27

10

20

　（６）本実施形態においては、蓄電素子１２として二次電池を用いたが、これに限られ
ず、キャパシタを用いてもよい。
【符号の説明】
【００５５】
　１２：蓄電素子
　２０：配線モジュール
　３１Ａ：左連結ユニット
　３１Ｂ：中央連結ユニット
　３１Ｃ：右連結ユニット
　３４Ａ：左底壁
　３４Ｂ：中央底壁
　３４Ｃ：右底壁
　３５Ａ：左配索部
　３５Ｂ：中央配索部
　３５Ｃ：右配索部
　４０Ａ：左係合部
　４２Ｂ：中央係合受け部
　４４Ａ：左ヒンジ部
　４４Ｂ：中央ヒンジ部
　４４Ｃ：右ヒンジ部
　４５Ａ：左カバー
　４５Ｂ：中央カバー
　４５Ｃ：右カバー
　４８Ｂ：中央ユニットロック部
　４９Ａ：左ユニットロック受け部
　６０：電線
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